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(1)擬音語 ･擬態語 (例) dal占gdog




























































































kirm (送る) kintun (1) kintun (1)
indit(出発する) mios(S) angkat(1*)





























語 は ｢動詞的間投 詞 ｣ (WerkwoordelijkTussen-
werpsel)として分類され,また ｢前置的｣と解説
されている｡
(例)Kakanoge幽 geus竿 空 竺 禦 eun･｢腰を
下ろすやいなや,もう,もてなされた｡｣
上の文で,動詞導入詞g政 は本動詞の did (座
る)が省略されているが,｢さっと座る｣という意
味を含んで使われている.もう1つの動詞導入詞
soyは ｢何かが差し出される｣意味を表す本動詞
(ここではdis喝牡肋eun)を導き,｢すぐさま… ｣
の感じを与えている｡
このように本動詞の省略がしばしば行われるた
め,既存の辞書が本動詞を示しているように,そ
れぞれの動詞導入詞がどの動詞とペアで使われる
のかを明示しておくべきであると考えるが,本辞
書には本動詞が示されておらず,不親切である｡
本辞書は,語の用法についてわかりにくいとい
う欠点を持ってはいるが,ケルンの集めた語嚢と,
LBSSの辞書を除く8冊の辞書の一語一語につい
て検討を行なった上で語義を丁寧に解説しており,
現代スンダ語辞書としては最良のものと言えよう｡
(森山幹弘 ･Kominklijkhstituutv0rTaaI-,h d-
enVolkenkumde,Leiden.)
J.D.Legge.InLeLkcLuaLsandNa血maLismLn
lhdbnesia.･AStudD,Of伽 FoLowf的grBCruiLed砂
SubnSjahn.rinOceupatimJbkw ta.Monogaph
Series.Ithaca, New York:ComelModern
IndonesiaProJ'ect,1988.ix+159p.
Ⅰ
スタン･シャフリル (1911-66)と彼が率いた
インドネシア社会党 (PSI:PartaiSosialishdone-
sia)は,インドネシア政治史にユニークな位置を
しめている｡第 1は,政党の基盤と党勢からみれ
ば,その成立 (1948年)から解党 (1960年)に至
るまで,弱小政党の一つであったのにもかかわら
ず,多数の閣僚を出すなど ｢身の丈に余る｣役割
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を果たしたことである｡第2は,pSIに参加した
のがもっぱら高学歴の知識人であったので,この
政党は政治集団である以上に,ある思想的モード
を有するグループとして,国の内外に影響力をもっ
たことである｡党としての活動を停止してすでに
28年も軽つのにもかかわらず,シャフリルないし
Pst(系)という言葉は,今なお話寛にされること
が多い｡
著者レッグは,このユニークな知識人の集団に
ついて,どういう評価を下すことが適当なのかと
いう点を本音の課題としている｡その背後には,
現代史研究者の間でシャフリルとpsIについての
評価が大きく分かれているという事情がある｡と
くに顕著なのは,ケ-ヒンとアンダーソンの評価
の違いで,前者が独立直後のシャフリルの役割を
重視するとともにその政治思想を高く評価 した1)
のに対し,後者はそれをほとんど意味のないもの
とし代わりに政敵タン･マラカと彼にしたがう ｢青
年グループ｣(プムダ)を重視した｡2)これに対し
て著者は,アンダーソンによって振られすぎた振
り子を戻す,すなわちシャフリルらの意義を再評
価する (9ページ)必要から本書を甫んだと述べ
ている｡なお,著者はオーストラリア･モナシュ
大学歴史学教授でインドネシア史専攻,着古にス
カルノに関する平明な伝記3)や,インドネシア地
域研究の入門書4)がある｡
Ⅱ
本書の日次は次の通りである｡第1章序論,第
2章インドネシアにおけるナショナリズムと知誠
人の役割,第3章占領下のジャカルタにおけるシャ
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